
10

20

JP 7329384 B2 2023.8.18

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7329384号

(P7329384)
(24)登録日　令和5年8月9日(2023.8.9)(45)発行日　令和5年8月18日(2023.8.18)

(54)【発明の名称】　組織再生基材

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｌ 27/58 (2006.01)
　   Ａ６１Ｌ 27/18 (2006.01)
　   Ａ６１Ｌ 33/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｌ 27/58 　　　　 　　　
　Ａ６１Ｌ 27/18 　　　　 　　　
　Ａ６１Ｌ 33/06 ３００ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-146600(P2019-146600)
(22)出願日　 令和1年8月8日(2019.8.8)
(65)公開番号　 特開2021-23728(P2021-23728A)
(43)公開日　 令和3年2月22日(2021.2.22)

審査請求日　 令和4年5月17日(2022.5.17)

(73)特許権者　 000001339
グンゼ株式会社
京都府綾部市青野町膳所１番地

(74)代理人　 110000914
弁理士法人ＷｉｓｅＰｌｕｓ

(72)発明者　 岩澤  亮
京都府綾部市青野町膳所１番地  グンゼ 
株式会社内

(72)発明者　 井出  啓太
京都府綾部市青野町膳所１番地  グンゼ 
株式会社内

(72)発明者　 若杉  晃
京都府綾部市青野町膳所１番地  グンゼ 
株式会社内

審査官　 辰己  雅夫
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 基 材 と 、 前 記 基 材 上 に ブ ラ シ 状 に 植 毛 さ れ た 生 体 吸 収 性 材 料 か ら  
な る フ ィ ラ メ ン ト を 有 し 、 前 記 基 材 は 編 地 又 は 織 地 で あ る こ と を 特 徴 と す る 組 織 再 生 基 材 。
【 請 求 項 ２ 】
生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト の 密 度 が １ ０ ０ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 以 上 ２ ０ ０ ０ ０ ０ 本  
／ ｃ ｍ ２ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 組 織 再 生 基 材 。
【 請 求 項 ３ 】
生 体 吸 収 性 材 料 は 、 ポ リ グ リ コ リ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 組 織 再  
生 基 材 。
【 請 求 項 ４ 】
ポ リ グ リ コ リ ド の 重 量 平 均 分 子 量 が ３ ０ ０ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ０ ０ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 ３ 記 載 の 組 織 再 生 基 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ３ 次 元 的 に 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 組 織 再 生 基 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 の 細 胞 工 学 技 術 の 進 展 に よ っ て 、 ヒ ト 細 胞 を 含 む 数 々 の 動 物 細 胞 の 培 養 が 可 能 と な り  

請求項の数　4　（全7頁）
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、 ま た 、 そ れ ら の 細 胞 を 用 い て ヒ ト の 組 織 や 器 官 を 再 構 築 し よ う と す る 、 い わ ゆ る 再 生 医  
療 の 研 究 が 急 速 に 進 ん で い る 。 再 生 医 療 に お い て は 、 細 胞 が 増 殖 分 化 し て ３ 次 元 的 な 生 体  
組 織 様 の 構 造 物 を 構 築 で き る か が ポ イ ン ト で あ り 、 例 え ば 、 基 材 を 患 者 の 体 内 に 移 植 し 、  
周 り の 組 織 又 は 器 官 か ら 細 胞 を 基 材 中 に 侵 入 さ せ 増 殖 分 化 さ せ て 組 織 又 は 器 官 を 再 生 す る  
方 法 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 生 体 組 織 に 生 じ た 病 巣 を 内 視 鏡 下 で 切 除 す る 方 法 と し て 、 自 動 縫 合 器 等 を 用 い た 切  
除 術 が 行 わ れ て い る 。 肺 、 気 管 支 、 肝 臓 、 消 化 管 等 の 脆 弱 な 組 織 や 、 病 変 に よ っ て 脆 弱 化  
し た 組 織 に 対 し て 切 除 術 を 行 う 場 合 、 縫 合 を 行 っ た の み で は 組 織 の 断 裂 の お そ れ が あ り 、  
ま た 、 例 え ば 肺 の 手 術 に お い て は 空 気 漏 れ が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 縫 合 補 強 材  
を 生 体 組 織 の 切 除 部 位 に 縫 い 合 わ せ る と い う こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 再 生 医 療 用 の 基 材 や 縫 合 補 強 材 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う  
な 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 不 織 布 を 用 い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な  
る 不 織 布 は 、 再 生 医 療 の 基 材 と し て 用 い た 場 合 に は 、 そ の 空 隙 部 分 に 細 胞 が 侵 入 し て 増 殖  
し 、 早 期 に 組 織 が 再 生 さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。 ま た 、 脆 弱 な 組 織 の 補 強 材 と し て 用 い た  
場 合 に は 、 組 織 の 断 裂 を 防 止 し 、 空 気 漏 れ の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 更 に 、 一 定 期  
間 経 過 後 に は 分 解 し て 生 体 に 吸 収 さ れ る こ と か ら 、 再 手 術 に よ り 取 り 出 す 必 要 も な い と い  
う 優 れ た 性 能 を 有 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 平 ０ ５ － ０ ７ ６ ５ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の よ う な 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 不 織 布 を 組 織 再 生 基 材 と し て  
用 い た 場 合 、 不 織 布 の 面 方 向 に 対 し て は 組 織 の 再 生 が 促 進 さ れ る も の の 、 不 織 布 の 厚 み 方  
向 へ の 再 生 は ま だ 満 足 い く も の で は な か っ た 。 そ の た め 、 ３ 次 元 的 に 組 織 の 再 生 を 促 進 で  
き る よ う な 組 織 再 生 基 材 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 現 状 に 鑑 み 、 ３ 次 元 的 に 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 組 織 再 生 基 材 を 提  
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 基 材 と 、 前 記 基 材 上 に ブ ラ シ 状 に 配 置 さ れ た 生 体 吸 収  
性 材 料 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト を 有 す る 組 織 再 生 基 材 で あ る 。
以 下 に 本 発 明 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 者 は 、 鋭 意 検 討 の 結 果 、 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 基 材 に 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る フ  
ィ ラ メ ン ト を ブ ラ シ 状 と な る よ う に 配 置 す る こ と で 、 ３ 次 元 の 全 て の 方 向 に 対 し て 組 織 の  
再 生 を 促 進 で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 は 、 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 基 材 （ 以 下 、 単 に 基 材 と い う ） を 有 す  
る 。
上 記 基 材 は 後 述 す る フ ィ ラ メ ン ト の 土 台 と な る も の で あ る 。
上 記 基 材 を 構 成 す る 生 体 吸 収 性 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ グ リ コ リ ド 、 ポ リ ラ ク チ ド 、  
ポ リ － ε － カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ラ ク チ ド － グ リ コ リ ド 共 重 合 体 、 グ リ コ リ ド － ε － カ プ ロ ラ  
ク ト ン 共 重 合 体 、 ラ ク チ ド － ε － カ プ ロ ラ ク ト ン 共 重 合 体 、 ポ リ ジ オ キ サ ノ ン 、 ポ リ ク エ  
ン 酸 、 ポ リ リ ン ゴ 酸 、 ポ リ － α － シ ア ノ ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ － β － ヒ ド ロ キ シ 酸 、 ポ リ ト  
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リ メ チ レ ン オ キ サ レ ー ト 、 ポ リ テ ト ラ メ チ レ ン オ キ サ レ ー ト 、 ポ リ オ ル ソ エ ス テ ル 、 ポ リ  
オ ル ソ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ － γ － ベ ン ジ ル － Ｌ － グ ル タ メ ー  
ト 、 ポ リ － γ － メ チ ル － Ｌ － グ ル タ メ ー ト 、 ポ リ － Ｌ － ア ラ ニ ン 等 の 合 成 高 分 子 や 、 デ ン  
プ ン 、 ア ル ギ ン 酸 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 キ チ ン 、 ペ ク チ ン 酸 及 び そ の 誘 導 体 等 の 多 糖 類 や 、 ゼ  
ラ チ ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ア ル ブ ミ ン 、 フ ィ ブ リ ン 等 の タ ン パ ク 質 等 の 天 然 高 分 子 等 が 挙 げ ら  
れ る 。 こ れ ら の 生 体 吸 収 性 材 料 は 単 独 で 用 い て も よ く 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。 な か  
で も 適 度 な 生 体 吸 収 速 度 を 有 す る こ と か ら ポ リ グ リ コ リ ド が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 基 材 の 形 態 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 編 地 、 織 地 、 不 織 布 、 フ ィ ル ム 等 い か な る 形  
態 で あ っ て も よ い 。 な か で も 後 述 す る フ ィ ラ メ ン ト を よ り 確 実 に 固 定 で き る こ と か ら 編 地  
又 は 織 地 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 基 材 の 目 付 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し い 下 限 は ３ ｇ ／ ｍ ２ 、 好 ま し い 上 限 は ３ ０  
０ ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る 。 上 記 基 材 の 目 付 が １ ０ ｇ ／ ｍ ２ 以 上 で あ る と 、 組 織 を 補 強 す る の に  
よ り 適 し た 強 度 と す る こ と が で き る と と も に 後 述 す る フ ィ ラ メ ン ト を よ り 確 実 に 固 定 す る  
こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 不 織 布 の 目 付 が ５ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る と 、 よ り 取 り 扱 い 性  
を 高 め る こ と が で き る 。 上 記 基 材 の 目 付 の よ り 好 ま し い 下 限 は １ ５ ｇ ／ ｍ ２ 、 よ り 好 ま し  
い 上 限 は ２ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 基 材 の 厚 み は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し い 下 限 は ４ ０ μ ｍ 、 好 ま し い 上 限 は ５ ｍ ｍ  
で あ る 。 上 記 基 材 の 厚 み が １ ０ ０ μ ｍ 以 上 で あ る と 、 よ り 強 度 が 高 ま る と と も に 後 述 フ ィ  
ラ メ ン ト を よ り 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。 上 記 基 材 の 厚 み が １ ｍ ｍ 以 下 で あ る と 、 よ  
り 取 り 扱 い 性 が 向 上 す る 。 上 記 基 材 の 厚 み の よ り 好 ま し い 下 限 は １ ５ ０ μ ｍ 、 よ り 好 ま し  
い 上 限 は ８ ０ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 基 材 の 製 造 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 上 記 基 材 が 編 地 や 織 地 で あ る 場 合 は 、 生 体 急 性 材  
料 か ら な る 糸 を 溶 融 紡 糸 法 等 の 従 来 公 知 の 紡 糸 方 法 で 形 成 し 、 従 来 衣 料 品 で 用 い ら れ る 方  
法 で 編 地 又 は 織 地 と す る こ と で 製 造 す る こ と が で き る 。 上 記 基 材 が 不 織 布 で あ る 場 合 は 、  
例 え ば 、 エ レ ク ト ロ ス ピ ニ ン グ デ ポ ジ シ ョ ン 法 、 メ ル ト ブ ロ ー 法 、 ニ ー ド ル パ ン チ 法 、 ス  
パ ン ボ ン ド 法 、 フ ラ ッ シ ュ 紡 糸 法 、 水 流 交 絡 法 、 エ ア レ イ ド 法 、 サ ー マ ル ボ ン ド 法 、 レ ジ  
ン ボ ン ド 法 、 湿 式 法 等 の 従 来 公 知 の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 は 、 上 記 基 材 上 に ブ ラ シ 状 に 配 置 さ れ た 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る フ  
ィ ラ メ ン ト （ 以 下 、 単 に フ ィ ラ メ ン ト と も い う ） を 有 す る 。
上 記 基 材 上 に 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト を ブ ラ シ 状 に 配 置 す る こ と で 、 フ ィ ラ  
メ ン ト 間 に 浮 遊 細 胞 が 引 っ か か っ て 固 定 さ れ 、 増 殖 す る た め 、 不 織 布 で は 難 し か っ た ３ 次  
元 的 な 組 織 の 再 生 を 促 進 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ブ ラ シ 状 と は 、 フ ィ ラ メ ン ト の 繊 維  
方 向 が 基 材 の 厚 み 方 向 と な る よ う に 、 多 数 の フ ィ ラ メ ン ト が 配 置 さ れ て い る 状 態 を 指 す 。  
な お 、 上 記 フ ィ ラ メ ン ト は 、 長 さ や 太 さ の 異 な る も の を 組 み 合 わ せ て 用 い て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 フ ィ ラ メ ン ト を 構 成 す る 生 体 吸 収 性 材 料 は 上 記 基 材 と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で き  
、 上 記 基 材 と 同 じ 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な っ て い て も よ く 、 異 な る 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な っ  
て い て も よ い 。 な か で も 、 ポ リ グ リ コ リ ド が 好 適 で あ る 。 ポ リ グ リ コ リ ド を 用 い た 場 合 に  
は 、 特 に 細 胞 の 侵 入 性 に 優 れ 、 正 常 な 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 。 ポ リ グ リ コ リ ド は  
、 例 え ば 繊 維 状 に し て ３ ７ ℃ の 生 理 食 塩 水 中 に 浸 漬 し た 場 合 に 、 引 張 強 度 が 浸 漬 前 の １ ／  
２ に な る ま で の 期 間 が 約 １ ４ 日 で あ る 。 こ の よ う な 分 解 性 を 有 す る こ と に よ り 、 細 胞 が 増  
殖 し て 組 織 が 再 生 す る 時 期 に 組 織 再 生 基 材 が 徐 々 に 分 解 吸 収 さ れ る こ と と な り 、 組 織 再 生  
基 材 内 部 ま で 再 生 し た 組 織 が 構 築 さ れ 、 そ の 結 果 と し て 良 質 な 再 生 組 織 が 構 築 さ れ る も の  
と 考 え ら れ る 。 更 に 、 生 体 内 に 埋 入 後 数 日 間 で 炎 症 系 の 細 胞 が 消 失 す る こ と か ら 、 組 織 の  
癒 着 を 引 き 起 こ し に く い と い う 優 れ た 効 果 を も 発 揮 で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 本 明 細 書 に お い て ポ リ グ リ コ リ ド は 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 等 の グ リ コ リ ド の 重 合 体 を  
意 味 す る が 、 本 発 明 の 効 果 を 阻 害 し な い 範 囲 で 、 ラ ク チ ド 、 ε － カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ｐ － ジ  
オ キ サ ノ ン 等 の 他 の 生 体 吸 収 性 の 成 分 と の 共 重 合 体 と し て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 の 効 果 を  
阻 害 し な い 範 囲 で 、 ポ リ ラ ク チ ド 等 の 他 の 生 体 吸 収 性 材 料 と の 混 合 物 と し て も よ い 。
上 記 ポ リ グ リ コ リ ド が ラ ク チ ド 、 ε － カ プ ロ ラ ク ト ン 、 ｐ － ジ オ キ サ ノ ン 等 の 他 の 生 体 吸  
収 性 の 成 分 と の 共 重 合 体 で あ る 場 合 、 該 共 重 合 体 に お け る グ リ コ リ ド 成 分 の 配 合 量 の 好 ま  
し い 下 限 は ６ ０ モ ル ％ で あ る 。 グ リ コ リ ド 成 分 の 配 合 量 を ６ ０ モ ル ％ 以 上 と す る こ と で 、  
よ り 細 胞 の 侵 入 性 に 優 れ 、 か つ 、 よ り 正 常 な 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 。
上 記 ポ リ グ リ コ リ ド と ポ リ ラ ク チ ド 等 の 他 の 生 体 吸 収 性 材 料 と の 混 合 物 を 用 い る 場 合 、 該  
混 合 物 に お け る ポ リ グ リ コ リ ド の 配 合 量 の 好 ま し い 下 限 は ５ ０ モ ル ％ で あ る 。 ポ リ グ リ コ  
リ ド の 配 合 量 を ５ ０ モ ル ％ 以 上 と す る こ と で 、 よ り 細 胞 の 侵 入 性 に 優 れ 、 か つ 、 よ り 正 常  
な 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 生 体 吸 収 性 材 料 が ポ リ グ リ コ リ ド で あ る 場 合 、 該 ポ リ グ リ コ リ ド の 重 量 平 均 分 子 量 の  
好 ま し い 下 限 は ３ ０ ０ ０ ０ 、 好 ま し い 上 限 は ４ ０ ０ ０ ０ ０ で あ る 。 上 記 ポ リ グ リ コ リ ド の  
重 量 平 均 分 子 量 が ３ ０ ０ ０ ０ 以 上 で あ る と 、 強 度 を よ り 高 め る こ と が で き 、 ４ ０ ０ ０ ０ ０  
以 下 で あ る と 、 異 物 反 応 を よ り 抑 え る こ と が で き る 。 上 記 ポ リ グ リ コ リ ド の 重 量 平 均 分 子  
量 の よ り 好 ま し い 下 限 は ５ ０ ０ ０ ０ 、 よ り 好 ま し い 上 限 は ３ ０ ０ ０ ０ ０ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 フ ィ ラ メ ン ト は モ ノ フ ィ ラ メ ン ト で あ っ て も マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト で あ っ て も よ く 、 両  
方 を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。 上 記 フ ィ ラ メ ン ト が マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト で あ る 場 合 、 マ  
ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 構 成 す る 単 糸 の 数 は ５ ０ ～ １ ５ ０ 本 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 フ ィ ラ メ ン ト の 平 均 繊 維 径 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し い 下 限 は ５ μ ｍ 、 好 ま し い  
上 限 は １ ０ ０ μ ｍ で あ る 。 上 記 フ ィ ラ メ ン ト の 平 均 繊 維 径 が 上 記 範 囲 で あ る こ と で 、 浮 遊  
細 胞 を よ り 固 定 し や す く す る こ と が で き る 。 上 記 フ ィ ラ メ ン ト の 平 均 繊 維 径 の よ り 好 ま し  
い 下 限 は ２ ０ μ ｍ 、 よ り 好 ま し い 上 限 は ５ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 フ ィ ラ メ ン ト の 長 さ は 特 に 限 定 さ れ ず 、 用 い る 部 位 の 状 態 に 合 わ せ て 適 宜 調 節 す る こ  
と が で き る が 、 よ り 正 常 か つ ３ 次 元 的 な 組 織 の 再 生 を 促 進 す る 観 点 か ら 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上  
で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と  
が 好 ま し く 、 ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 フ ィ ラ メ ン ト は 、 密 度 が １ ０ ０ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 以 上 ２ ０ ０ ０ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 以 下 で あ  
る こ と が 好 ま し い 。
フ ィ ラ メ ン ト の 基 材 上 の 密 度 が 上 記 範 囲 で あ る こ と で 、 浮 遊 細 胞 を よ り 固 定 し や す く す る  
こ と が で き 、 組 織 の 再 生 を よ り 促 進 す る こ と が で き る 。 上 記 フ ィ ラ メ ン ト の 密 度 は 、 ５ ０  
０ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 以 上 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 １ ５ ０ ０ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 以 下 で あ る こ  
と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 フ ィ ラ メ ン ト の 製 造 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 溶 融 紡 糸 法 等 の 従 来 公 知 の 紡 糸 方 法 を 用  
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 の 製 造 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 上 記 方 法 で 製 造 し た 基 材 に 上 記 方 法  
で 製 造 し た フ ィ ラ メ ン ト を 植 毛 す る こ と で 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 ２ 枚 の 上 記 基 材 を 上  
記 フ ィ ラ メ ン ト で ダ ブ ル パ イ ル 織 し 、 そ の 後 ２ 枚 の 基 材 間 で カ ッ ト す る 方 法 、 つ ま り 、 カ  
ッ ト パ イ ル 織 物 と 同 様 の 方 法 で も 製 造 す る こ と が で き る 。 な か で も 簡 便 で あ る こ と か ら 、  
ダ ブ ル パ イ ル 織 の 後 に 基 材 間 を カ ッ ト す る 方 法 が 好 ま し い 。 こ こ で 、 ２ 枚 の 上 記 基 材 を 上  
記 フ ィ ラ メ ン ト で ダ ブ ル パ イ ル 織 し た 状 態 を 表 し た 模 式 図 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ に 示 し た よ  
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う に 、 ダ ブ ル パ イ ル 織 を 行 う と 、 ２ 枚 の 基 材 ２ の 間 を フ ィ ラ メ ン ト ３ が 接 続 す る よ う な 状  
態 と な る 。 こ こ で 、 フ ィ ラ メ ン ト ３ を 基 材 ２ の 面 方 向 に カ ッ ト す る こ と で 、 図 １ に 示 す よ  
う な 本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 は 、 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 基 材 上 に ブ ラ シ 状 に 配 置 さ れ た 生 体 吸  
収 性 材 料 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト を 有 し 、 こ の フ ィ ラ メ ン ト を 細 胞 の 足 場 と す る こ と で 、 従  
来 の 組 織 再 生 基 材 で は 難 し か っ た ３ 次 元 的 な 組 織 の 再 生 を 促 進 す る こ と が で き る 。 本 発 明  
の 組 織 再 生 基 材 の 適 用 部 位 と し て は 、 例 え ば 、 軟 骨 、 骨 、 皮 膚 、 血 管 等 の 組 織 や 器 官 が 挙  
げ ら れ る 。 な か で も 、 上 記 の よ う に 本 発 明 は ３ 次 元 的 な 組 織 の 再 生 が 可 能 で あ る こ と か ら  
軟 骨 の 再 生 に 特 に 好 適 で あ る 。
こ れ ら の 組 織 や 器 官 の 再 生 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 再 生 し よ う と す る 組 織 や 器 官 の 部 位 に  
、 本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 を 移 植 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 際 、 本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 に  
予 め 細 胞 を 播 種 し て お い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ３ 次 元 的 に 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 組 織 再 生 基 材 を 提 供 す る こ と  
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ２ 枚 の 基 材 を フ ィ ラ メ ン ト で ダ ブ ル パ イ ル 織 し た 状 態 を 表 し た 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 下 に 図 を 用 い て 本 発 明 の 態 様 を 更 に 詳 し く 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら 図 の 態 様 に の み  
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 １ に 本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 の 模 式 図 を 示 し た 。 本 発 明 の 組 織 再 生 基 材 １ は 、 ベ ー ス と な  
る 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る 基 材 ２ 上 に 生 体 吸 収 性 材 料 か ら な る フ ィ ラ メ ン ト ３ が ブ ラ シ 状  
に 配 置 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。 フ ィ ラ メ ン ト ３ は 、 フ ィ ラ メ ン ト 間 の 隙 間 に 浮 遊 細 胞 を  
引 っ か け て 固 定 す る こ と で 組 織 の 再 生 を 促 進 す る 。 フ ィ ラ メ ン ト ３ は あ る 程 度 の 長 さ を 有  
し て い る た め 、 基 材 面 の 方 向 だ け で な く ３ 次 元 全 て の 方 向 に 対 し て 細 胞 が 浸 入 、 増 殖 で き  
る た め 、 ３ 次 元 的 に 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 基 材 ２ と フ ィ ラ メ ン ト ３ は い  
ず れ も 生 体 吸 収 性 材 料 よ っ て 構 成 さ れ て い る た め 、 組 織 の 再 生 と と も に 徐 々 に 体 内 へ 吸 収  
さ れ 、 最 終 的 に は 再 生 し た 組 織 と 置 き 換 わ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ３ 次 元 的 に 組 織 の 再 生 を 行 う こ と が で き る 組 織 再 生 基 材 を 提 供 す る こ と  
が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１   組 織 再 生 基 材
２   基 材
３   フ ィ ラ メ ン ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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